
　

魯
迅
の
祖
父
周
福
清
著
『
恒
訓
』
訳
注
(
上
)

(

松

岡

俊

裕

本
篇
は
魯
迅

(周
樹
人

[樟
寿
])
、
周
作
人

(楯
寿
)
、
周
建
人
(松
寿
)
の

周
氏
三
兄
弟
の
父
方
の
祖
父
、
周
福
清
が
著
わ
し
た
と
さ
れ
る
家
訓

『恒
訓
』

の
訳
注
で
あ
る
。

執
筆
時
期
は
光
緒
廿
五
年

(
一
八
九
九
)
一
月
十
六
日
か
ら
同
月
廿
二
日

(
『恒
訓
輸
文
末
に
周
福
清
自
身
が
明
記
)
。
僅
か
一
週
間
で
書
き
上
げ
た
こ
と

に
な
る
。
当
時
周
福
清
は
数
え
で
六
十
二
歳
。
科
挙
不
正
事
件
で
逮
捕
さ
れ
、

再
審
付
死
刑
囚
と
し
て
杭
州
府
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

原
件
は
存
在
せ
ず
、
魯
迅
が
同
年
十
月
上
旬
に
遊
学
先
の
南
京
江
南
陸
師
学

堂
で
筆
写
し
た
(抄
本
末
尾
に
魯
迅
自
身
が
明
記
)
も
の
が
現
存
。
周
作
入
が
長

ら
く
所
有
し
、
新
中
国
成
立
後
に
北
京
図
書
館
に
売
却

(
現
在
も
同
図
書
館
が

所
蔵
)。

本
訳
は
北
京
図
書
館
所
蔵
魯
迅
筆
写
原
本
の
写
し
及
び
趙
淑
英
整
理
標
点

「恒
訓
』
(
一
九
八
二
年

一
月

「魯
迅
研
究
資
料
』
第
九
輯
所
収
)
に
よ
っ
た
。

元
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
三
宝
政
美
氏
の
手
に
な
る
訳
注

(付
解
説
)
が

あ
り

(「
周
福
清

『恒
訓
』
の
世
界
ー
そ
の
訳
注
と
解
説
ー
」
。
『富
山
大
学
人

文
学
部
紀
要
」
第
十
九
号

[
一
九
九
三
年
三
月
]
)
、
参
考
に
し
た

(
三
宝
氏
は

こ
れ
に
先
立
ち

一
部
を
東
方
書
店

『東
方
』
第

一
一
九
号

[
一
九
九

一
年
二

月
]
、
第

=

一〇
号

[
一
九
九
九
年
三
月
]、
第

=

=

号

[
}
九
九

一
年
四

月
]
に
分
載
し
て
い
る
)
。

溺

ま
ず
原
文
を
示
し
・
つ
い
で
訳
注
を
付
す
こ
と
に
す
る

(上
下
二
回
に
分

戟
)
。
標
点
符
号
は
基
本
的
に
前
掲
趙
淑
英
整
理
標
点

『恒
訓
』
に
従

っ
た
が
、

少
な
か
ら
ず
修
正
を
加
え
た

(紙
幅

の
都
合
も
あ
り
、
い
ち
い
ち
違
い
を
明
記

し
な
か

っ
た
)
。

『恒
訓
』
執
筆

の
動
機
は
、
恐
ら
く
家

の
存
続
を
願

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
還
暦
を
過
ぎ

て
晩
年
に
さ
し
か
か

っ
て
い
た
死
刑
囚
周
福
清

に
と

っ
て
、

最
も
気
が
か
り
だ

っ
た
の
は
周
家

の
将
来
で
あ

っ
た
。
科
挙
不
正
事
件
と
長
男

文
郁

の
病
気
と
死

(光
緒
廿
二
年
九
月
卒
)

に
伴
い
「
周
家

は
経
済
的
社
会
的

に
没
落
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
族
人
椒
生
公
の
伝
手
を
頼

っ
て
の
二
男
文
治

の
南
京
江
南
水
師
学
堂

へ
の
入
学

(同
廿
三
年

一
月
頃
)、
長
孫
魯
迅

の
同
じ

へ
　
　

く
南
京
江
南
水
師
学
堂

へ
の
入
学

(同
廿
四
年
四
月
始
め
頃
)、
そ
れ
に
魯
迅

の
富
裕
な
朱
家

(府
城
内
山
陰
県
丁
家
弄
)

の
娘
朱
安
と
の
婚
約
話

(同
廿
五

年

一
月
頃
か
ら
)
な
ど
が
あ

っ
た
。
事
件
勃
発
直
前
に
誕
生
し
た
四
孫
椿
寿
の

病
死

(同
廿
四
年
十

一
月
)
、
椿
寿

の
死
を
直
接

の
契
機
と
す
る
魯
迅

の
科
挙

受
験

の
放
棄
と
帰
寧

(南
京
)
(
同
年
十

一
月
)
な
ど
も
周
福
清

の
心
を
痛
ま

せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
当
時

の
政
治
情
勢

の
激
変
も
気
が
か
り
で
あ

っ
た

に
違

い
な
い

(前
年

に
は
戊
戌
維
新
と
戊
戌
政
変

[
八
月
]
が
勃
発
し
て
い

る
)。
周
福
清
房

の
前
途
は
、
周
福
清
自
身

の
命
や
清
国
同
様
、
風
前

の
灯
し

火
で
あ

っ
た
。

た
だ

『恒
訓
」

の
原
件

の
執
筆

の
直
接

の
契
機
や
、

『恒
訓
』
が

ど
の
よ
う

に
魯
迅

の
手
に
渡

っ
た
か
は
今

の
と
こ
ろ
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
魯
迅
が
な
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